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ナ
カ
カ
ル

ナ
カ
カ
ル
A
P
A
P
のの

進
捗
は

進
捗
は

中
軽
井
沢
エ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
業
務
委
託

2
9
9
万
2
千
円

　
空
き
店
舗
の
増
加
等
に

よ
る
賑
わ
い
の
低
下
な
ど

各
課
題
に
官
民
連
携
で
取

り
組
む
た
め
、
7
年
に
中

軽
井
沢
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

会
議
か
ら
発
展
さ
せ
、「
中

軽
井
沢
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム（
ナ
カ
カ
ル

A
P
）」が
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

問　
中
軽
井
沢
エ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策

定
業
務
の
進
捗
と
今
後
の

予
定
を
伺
う
。

答　
7
年
度
は
エ
リ
ア
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
通
じ

て
地
域
特
性
の
分
析
ま
で

を
行
っ
た
。
8
年
度
は
課

題
整
理
を
行
い
、
地
域
住

民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が

総額312億5,485万円

予
算
決
算

予
算
決
算

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

　
物
価
高
や
人
件
費
の
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、
予
算
は
過
去
最
大

と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
建
物
維
持
、
庁
舎
改
築
周
辺
整
備
事
業

等
に
多
く
の
予
算
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計・特別会計・企業会計一般会計・特別会計・企業会計

ら
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

問　
住
民
主
体
で
合
意
形

成
を
図
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
現
時
点
で
ど
の
程
度

参
加
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　
会
員
募
集
は
行
っ
て

い
る
も
の
の
、
周
知
は
十

分
と
は
い
え
な
い
状
況
で

あ
る
。
今
後
は
周
知
を
強

化
し
、
住
民
を
巻
き
込
み

な
が
ら
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

中
軽
の
空
き
店
舗

中
軽
の
空
き
店
舗

を
活
用
し
て

を
活
用
し
て

中
軽
井
沢
エ
リ
ア

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
交
流

拠
点
整
備
事
業
委
託

2
千
万
円

問　
中
軽
井
沢
エ
リ
ア
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
交
流
拠

点
整
備
事
業
委
託
の
内
容

は
。

答　
中
軽
井
沢
の
空
き
店

舗
を
活
用
し
て
、
ナ
カ
カ

ル
A
P
の
交
流
拠
点
を

整
備
す
る
も
の
で
、
誰
も

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場

を
目
指
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
等
の
機
能
を
備
え
、

中
高
生
や
移
住
者
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
挑

戦
し
な
が
ら
つ
な
が
る
場

の
形
成
を
図
る
。

問　
空
き
店
舗
の
活
用
に

あ
た
り
、
改
修
費
用
は
事

業
費
に
含
ま
れ
る
の
か
。

ま
た
、
物
件
は
借
用
と
な

る
の
か
。

答　

空
き
店
舗
を
借
用

し
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工

事
費
も
事
業
費
に
含
ま
れ

て
い
る
。
な
お
、
ナ
カ
カ

ル
A
P
側
で
も
収
入
確

保
を
検
討
し
て
お
り
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
活
用
等
も
想
定
し
て
い

る
。

令和令和88年度予算を 審議年度予算を 審議

まちづくりの熱意が伝わってきたナカカルAP設立式

予
算
を
審
議

令和8年4月25日　第150号 2



発
地
市
庭
、　　
　

発
地
市
庭
、　　
　

有
効
活
用
へ

有
効
活
用
へ

発
地
市
庭
有
効
活
用

検
討
委
員
会
委
員
謝
礼

16
万
7
千
円

問　
委
員
会
は
、
ど
の
よ

う
な
意
図
で
立
ち
上
げ
ら

れ
る
の
か
。

答　
発
地
市
庭
に
お
け
る

直
売
所
機
能
の
課
題
解
決

と
、
6
次
産
業
モ
デ
ル
の

構
築
を
目
的
と
す
る
。
あ

わ
せ
て
、
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
や
そ
ば
打
ち
室
な

ど
施
設
全
体
を
有
効
に
活

用
し
、
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
す
る
も
の
で

あ
る
。

問　
公
共
施
設
の
有
効
活

用
の
た
め
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
す
指
定
管
理

者
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
事

業
者
は
提
案
内
容
を
も
と

に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
施
設
の
活
用
は
基

本
的
に
指
定
管
理
者
に
委

ね
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
中
で
、
町
が
改
め
て

有
効
活
用
を
検
討
す
る
必

要
性
と
意
図
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
指
定
管
理
者
制
度
の

趣
旨
は
そ
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
6
次
産
業
の
推
進

な
ど
町
と
し
て
の
意
向
も

あ
る
た
め
、
町
も
関
与
し

な
が
ら
一
体
的
に
進
め
る
。

問　
直
売
所
機
能
の
課
題

解
決
と
は
、
ど
の
よ
う
な

点
か
。

答　
主
な
課
題
は
、
冬
季

に
野
菜
の
供
給
が
不
足
す

る
点
で
あ
る
。

問　
冬
場
に
野
菜
が
不
足

す
る
と
い
う
課
題
は
、
施

設
開
設
以
来
、
繰
り
返
し

指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
指
定
管
理
者
や
直

売
所
の
運
営
事
業
者
に
対

し
、
取
り
組
み
を
促
す
こ

と
で
対
応
で
き
る
内
容
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

町
と
し
て
強
く
要
請
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
町
と
し
て
も
、
指
定

管
理
者
や
今
後
直
売
所
を

運
営
す
る
事
業
者
に
対
し
、

善
処
を
求
め
た
い
。
先
月

歳 出
208億9千万円

53億7,116万円
25.7％

民生費
53億7,116万円
25.7％

122億895万円
58.3％

町税
122億895万円
58.3％

65億3,475万円
31.3％

総務費
65億3,475万円
31.3％

53億6,020万円
財産収入・繰入金・寄附金
53億6,020万円 25.6％

26億2,897万円
12.6％

教育費
26億2,897万円
12.6％

27億6,175万円
13.2％

土木費
27億6,175万円
13.2％

18億3,140万円
8.8％

衛生費
18億3,140万円

8.8％

１億5,786万円
0.7％

公債費（借金返済）
１億5,786万円
0.7％

５億6,004万円 2.7％
商工費
５億6,004万円 2.7％

10億4,631万円 5.0％
国庫支出金
10億4,631万円 5.0％

９億6,580万円 4.8％
地方譲与税・交付金
９億6,580万円 4.8％６億5,993万円 3.2％

繰越金・その他収入
６億5,993万円 3.2％

６億4,881万円 3.1％
県支出金
６億4,881万円 3.1％

４億956万円 2.0％
農林水産業費
４億956万円 2.0％

４億2,595万円 2.0％消防費 ４億2,595万円 2.0％

１億5,475万円 0.7％議会費 １億5,475万円 0.7％

5,381万円 0.3％労働費他 5,381万円 0.3％

歳 入
208億9千万円

自主財源
182億2,907万円
（87.1％）

依存財源
26億6,093万円
（12.9％）

一般会計予算の内訳

令和令和88年度予算を 審議年度予算を 審議
予
算
を
審
議

令和8年4月25日　第150号3



上記は案の一つ。町内全域運行では住民専用車両を
２台にする案などもある。

冬場も数種類の軽井沢産野菜が出品されている

実
施
さ
れ
た
テ
ナ
ン
ト
募

集
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
も
、
事
業
者
側
は
本

課
題
を
認
識
し
て
お
り
、

今
後
力
を
入
れ
て
い
く
旨

の
発
言
が
あ
っ
た
。
双
方

で
検
討
し
、
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
検
討
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
ど
の
よ
う
な
方
々

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
現
在
、
8
名
以
内
で

検
討
し
て
い
る
。
長
野
県

の
有
識
者
、
指
定
管
理
者
、

そ
ば
の
振
興
団
体
、
6

次
産
業
に
関
わ
る
加
工
・

販
売
の
専
門
家（
フ
ー
ド

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
）、

関
係
事
業
者
な
ど
に
加
え
、

公
募
に
よ
る
住
民
代
表
、

区
長
、
議
員
な
ど
を
想
定

し
て
い
る
。

呼
べ
ば
来
る
乗
合

呼
べ
ば
来
る
乗
合

車
両
開
始
へ

車
両
開
始
へ

A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス

テ
ム
導
入
・
運
用
業
務
委

託

７
千
万
円

A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行

事
業
委
託

４
９
４
０
万
円

　
A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
と

は
、
電
話
や
ア
プ
リ
で
予

約
す
る
と
、
利
用
者
の
希

望
に
応
じ
て
柔
軟
に
運
行

す
る
、
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス

の
中
間
の
よ
う
な
新
し
い

乗
合
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
「
よ
ぶ
の
る
軽
井
沢
」

と
し
て
行
わ
れ
た
実
証
実

験
の
知
見
を
も
と
に
本
格

導
入
さ
れ
る
も
の
で
、
バ

ス
停
に
限
ら
ず
近
く
の
乗

降
ポ
イ
ン
ト
か
ら
利
用
で

き
、
A
I
が
効
率
よ
く
乗

り
合
わ
せ
や
ル
ー
ト
を
自

動
で
調
整
し
ま
す
。

問　
何
年
契
約
か
。

答　
事
業
者
の
見
直
し
等

も
必
要
か
と
思
う
の
で
、

単
年
ご
と
の
契
約
に
な
る
。

問　
委
託
期
間
を
ど
の
ぐ

ら
い
と
し
て
の
金
額
な
の

か
。

答　
10
月
開
始
を
見
込
ん

で
お
り
、
半
年
間
の
経
費

を
計
上
し
て
い
る
。

問　
積
算
根
拠
は
。

答　
事
業
者
、
お
よ
び
他

の
自
治
体
等
の
金
額
を
も

と
に
計
上
し
た
。

問　
観
光
客
を
含
め
て
４

台
と
い
う
の
は
明
ら
か
に

足
り
な
い
と
思
う
が
、
台

数
決
定
の
根
拠
は
。

答　
「
よ
ぶ
の
る
軽
井
沢
」

で
の
実
績
で
、
住
民
利
用

で
あ
れ
ば
４
台
で
足
り
る

と
分
析
し
て
い
る
。
一
方
、

観
光
客
も
含
め
た
、
特
に

夕
方
の
時
間
帯
に
つ
い
て

は
10
台
以
上
必
要
だ
と
い

う
分
析
結
果
も
出
て
い
る
。

予
算
を
審
議

令和8年4月25日　第150号 4



対象者の方には事前に登録してほしい

産後うつの防止と母子の健康維持のために

体
調
ケ
ア
な
ど
を
行
い
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

問　
支
援
の
詳
細
は
。

答　
利
用
者
負
担
は
１
割

で
、
１
回
２
時
間
程
度
を

最
大
３
回
ま
で
利
用
で
き

る
。
年
間
40
人
の
利
用
を

見
込
み
、
県
助
産
師
会
加

入
助
産
師
等
に
委
託
す
る
。

乳
房
・
骨
盤
ケ
ア
、
相
談

支
援
を
行
う
。

問　
食
事
提
供
も
で
き
る

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
利
用
も
検

討
で
き
な
い
か
。

答　
当
事
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
家
事
支
援
の
要
望
は

少
な
か
っ
た
た
め
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
は
見
送
っ
た
。

産
後
ケ
ア
の
対
象
と
な
る

か
調
査
し
検
討
し
た
い
。

人
を
呼
び
込
む
自
主

人
を
呼
び
込
む
自
主

事
業
の
創
出
を
図
る

事
業
の
創
出
を
図
る

さ
わ
や
か
ハ
ッ
ト
指
定
管

理
料

４
７
０
０
万
円

問　
さ
わ
や
か
ハ
ッ
ト
指

定
管
理
者
は
、
県
観
光
機

構
、
町
観
光
協
会
、
町
振

興
公
社
の
共
同
体
に
な
っ

た
が
、
観
光
事
業
に
関
す

る
新
た
な
取
り
組
み
は
。

一口
メモ

一口
メモ

訪問型産後ケアとは…助産師や産後ドゥーラ等が、自宅を訪問し相談支援、赤
ちゃんの世話、育児指導等を行い母子の健康をサポートするサービスです。希望
者には、開業助産師は乳房・骨盤ケアを、産後ドゥーラは食事作りを行います。

す
こ
や
か
お
出
か
け

す
こ
や
か
お
出
か
け  

利
用
券

利
用
券

今
年
か
ら
変
更
点
も

今
年
か
ら
変
更
点
も

す
こ
や
か
お
出
か
け

利
用
券
支
給

2
5
0
0
万
円

問　
し
な
の
鉄
道
の
利
用

が
片
道
の
み
と
な
っ
た
理

由
を
伺
う
。

答　
s
u
i
c
a
の
導
入

に
よ
り
、
自
動
券
売
機
で

の
往
復
乗
車
券
の
販
売
が

終
了
し
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
本
利
用
券

も
片
道
利
用
に
対
応
す
る

形
へ
変
更
し
た
。

４
月
よ
り
訪
問
型

４
月
よ
り
訪
問
型

も
始
ま
る

も
始
ま
る

産
後
ケ
ア
訪
問
型
事
業委

託

1
2
9
万
6
千
円

　
産
後
１
年
未
満
の
経
産

婦
支
援
と
し
て
、
従
来
の

宿
泊
型
・
日
帰
り
型
産
後

ケ
ア
に
加
え
、
助
産
師
等

が
自
宅
を
訪
問
し
、
授
乳

や
育
児
の
相
談
、
産
後
の

エ
リ
ア
を
分
割
す
る
方
法

も
あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

問　
住
民
、
あ
る
い
は
観

光
客
の
ど
ち
ら
の
利
便
性

向
上
を
メ
イ
ン
に
し
て
い

る
の
か
。

答　
住
民
の
生
活
移
動
が

重
要
。
住
民
専
用
車
両
を

配
置
す
る
こ
と
で
そ
れ
が

担
保
で
き
る
と
考
え
る
。

観
光
客
は
タ
ク
シ
ー
も
あ

る
の
で
そ
ち
ら
を
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
。

町
外
も
行
け
る
よ
う
に

町
外
も
行
け
る
よ
う
に

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証

運
行
利
用
費
補
助４

千
万
円

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と

は
、
事
前
登
録
と
チ
ケ
ッ

ト
購
入
で
タ
ク
シ
ー
利
用

が
で
き
る
移
動
支
援
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　
対
象
は
、
75
歳
以
上
の

方
に
加
え
、
免
許
返
納
者
、

障
が
い
の
あ
る
方
・
要
介

護
者
、
妊
産
婦
、
未
就
学

児
の
い
る
世
帯
な
ど
で
す
。

　
登
録
証
の
取
得
と
、
チ

ケ
ッ
ト
（
１
枚
か
ら
購
入

可
）
で
利
用
で
き
、
町
内

は
運
賃
2
0
0
0
円
未
満

は
5
0
0
円
、
2
0
0
0

円
以
上
は
1
0
0
0
円
で

お
得
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
元
々
要
望
の

多
か
っ
た
町
外
へ
の
移
動

は
、
町
外
専
用
券
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
御
代
田

町
・
小
諸
市
・
佐
久
市
の

医
療
機
関
に
限
り
、
月
１

回
（
往
復
）
利
用
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

問　
町
外
の
医
療
機
関
に

も
利
用
を
拡
充
す
る
が
、

積
算
根
拠
、
何
人
の
利
用

を
想
定
か
。

答　
町
内
利
用
と
し
て
、

２
３
０
０
円
で
９
０
０
人

ぐ
ら
い
が
月
に
２
回
利
用

す
る
計
算
。
町

外
は
来
年
度
初

め
て
実
施
す
る

た
め
、
推
移
を

み
た
い
。

問　
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
新

規
登
録
希
望
者

の
受
け
入
れ
は

ど
う
す
る
の
か
。

答　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
の
広
報
を
強
化
、
公

民
館
へ
の
チ
ラ
シ
等
で
潜

在
的
な
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
た
い
。

問　
タ
ク
シ
ー
運
転
手
か

ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

対
象
者
に
も
か
か
わ
ら
ず

正
規
の
運
賃
を
支
払
っ
て

い
る
利
用
者
の
話
を
聞
く

が
自
ら
広
報
は
で
き
な
い
。

チ
ラ
シ
を
渡
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

答　
タ
ク
シ
ー
会
社
で
も

周
知
は
し
た
い
と
い
う
が
、

チ
ラ
シ
を
渡
す
と
運
転
手

の
作
業
が
煩
雑
に
な
る
。

町
に
問
い
合
わ
せ
て
も
ら

う
よ
う
促
し
た
い
。

予
算
を
審
議

令和8年4月25日　第150号5



一口
メモ

一口
メモ

防災士とは…災害時に地域での安全確保や避難支援、平常時の防災啓発などに取
り組むための知識と技能を身につけた民間資格です。地域の防災力を高める役割
を担っています。

消
防
団
詰
所
の　

消
防
団
詰
所
の　

長
寿
命
化
は

長
寿
命
化
は

消
防
施
設
長
寿
命
化
計
画

策
定
業
務
委
託

１
６
０
０
万
円

問　
町
内
12
カ
所
の
消
防

団
詰
所
の
老
朽
化
対
策
と

し
て
、
今
後
の
修
繕
、
建

て
替
え
計
画
を
策
定
と
の

こ
と
だ
が
、
他
方
で
団
員

の
減
少
に
よ
っ
て
団
活
動

が
立
ち
行
か
ず
、
統
合
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
声

も
聞
か
れ
る
。
現
在
の
12

部
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維

持
す
る
と
い
う
考
え
か
。

答　
部
お
よ
び
詰
所
の
統

合
も
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
そ
う
し
た
問
題
も

含
め
て
検
討
す
る
。

消
防
士
養
成
講
習
会

消
防
士
養
成
講
習
会

を
開
催

を
開
催

防
災
士
養
成
講
習
委
託

１
５
０
万
円

　
防
災
士
を
養
成
す
る
講

習
会
を
開
催
し
、
住
民
の

自
助
共
助
の
意
識
と
能
力

の
向
上
を
図
り
、
防
災
活

動
の
中
核
を
担
う
人
材
を

育
て
る
こ
と
で
、
地
域
防

災
体
制
強
化
を
お
こ
な
い

ま
す
。

問　
詳
細
は
。

答　
御
代
田
町
の
防
災
担

当
部
署
か
ら
声
掛
け
が
あ

り
、
共
同
開
催
で
実
施
す

る
。
会
場
は
エ
コ
ー
ル
み

よ
た
で
行
い
、
軽
井
沢
町

か
ら
は
25
名
を
募
集
す
る
。

保
育
園
の　
　
　

保
育
園
の　
　
　

主
食
提
供
は

主
食
提
供
は

保
育
園
施
設
用
備
品

（
炊
飯
器
等
調
理
器
具
）

４
８
８
万
円（
４
園
合
計
）

　
食
育
推
進
と
保
護
者
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
町
立

保
育
園
で
主
食
提
供
を
始

め
る
た
め
、
炊
飯
器
等
を

購
入
し
ま
す
。
夏
頃
開
始

予
定
で
す
。

問　
こ
れ
ま
で
の
副
菜
に

加
え
て
主
食
も
提
供
と
の

こ
と
だ
が
、
材
料
で
あ
る

お
米
は
町
で
負
担
す
る
の

か
。
ご
飯
の
準
備
や
費
用

等
保
護
者
の
負
担
は
な
く

な
る
の
か
。

答　
家
庭
で
の
準
備
は
な

く
な
り
、
温
か
い
食
事
を

園
か
ら
提
供
す
る
の
で
、

そ
の
部
分
で
の
負
担
は
軽

減
す
る
。
た
だ
し
お
米
の

女性消防団員も使いやすくなったらいいね！

こんなになったら大変です（写真は合成画像）

答　
こ
れ
ま
で
の
維
持
管

理
主
体
の
体
制
を
見
直
し
、

ス
ペ
ー
ス
を
最
大
限
に
活

か
し
た
「
人
を
呼
び
込
む

自
主
事
業
」
の
創
出
を
図

る
。
指
定
管
理
者
に
よ
る

ワ
イ
ン
や
特
産
品
等
の
展

開
に
あ
た
っ
て
は
、
駅
北

口
の
新
商
業
施
設
と
安
易

に
競
合
す
る
こ
と
な
く
、

互
い
の
強
み
を
引
き
出
す

調
整
が
不
可
欠
で
あ
る
。

町
全
体
に
と
っ
て
最
適
な

事
業
形
態
を
構
築
し
て
い

く
。軽

井
沢
駅
前
広
場

軽
井
沢
駅
前
広
場

再
整
備
へ

再
整
備
へ

軽
井
沢
駅
前
広
場
再
整
備

基
本
構
想
策
定
業
務
委
託

2
5
0
0
万
円

問　
駅
前
広
場
再
整
備
の

対
象
範
囲
は
、
南
北
ど
の

程
度
ま
で
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

答　
北
口
・
南
口
と
も
に
、

町
が
管
理
し
て
い
る
範
囲

全
体
を
対
象
と
し
て
い
る
。

北
口
は
一
般
車
駐
車
場
か

ら
バ
ス
プ
ー
ル
ま
で
、
南

口
も
一
般
車
駐
車
場
か
ら

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル

で
広
場
や
緑
地
を
含
め
た

全
体
で
あ
る
。

問　
本
構
想
は
単
年
度
で

策
定
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

関
係
事
業
者
や
地
域
住
民

な
ど
多
様
な
関
係
者
の
意

見
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
る
の
か
。

答　
駅
周
辺
の
混
雑
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
関
係

団
体
か
ら
も
多
く
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
や

ホ
テ
ル
送
迎
車
両
な
ど
関

係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

期
間
は
単
年
度
で
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

問　
北
口
の
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ（
歩
行
者
専

用
歩
道
橋
）な
ど
、
大
規

模
な
構
造
物
も
含
め
た
改

修
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
も
検
討
対
象
に
含

ま
れ
る
。
た
だ
し
、
鉄
道

事
業
者
と
の
関
係
も
あ
る

た
め
、
調
整
を
行
い
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

予
算
を
審
議

令和8年4月25日　第150号 6



一
部
費
用
が
こ
れ
ま
で
の

給
食
費
に
加
算
さ
れ
る
。

（
４
３
０
０
円

→
５
３
０
０
円
／
月
）

浄
化
槽
維
持
管
理

浄
化
槽
維
持
管
理

費
を
補
助
へ

費
を
補
助
へ

浄
化
槽
維
持
管
理
費負

担
金

５
千
万
円

　
８
年
度
よ
り
新
規
事
業

と
し
て
、
合
併
浄
化
槽
の

法
定
検
査
費
用
相
当
額
を

町
負
担
と
し
、
１
万
基
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
法
定

検
査
は
年
１
回
の
義
務
で

す
が
、
当
町
は
実
施
率
が

低
い
た
め
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

問　
対
象
は
個
人
宅
の
み

で
事
業
所
を
除
く
と
い
う

こ
と
か
。

答　
そ
の
通
り
、
対
象
は

個
人
に
な
る
。

問　
町
民
が
必
要
な
手
続

き
は
。

答　
指
定
検
査
機
関
で
あ

る
長
野
県
浄
化
槽
協
会
に

町
か
ら
一
括
支
払
で
の
補

助
に
な
る
。

コ
ン
サ
ル
活
用
の　

コ
ン
サ
ル
活
用
の　

成
果
は
見
え
る
か

成
果
は
見
え
る
か

問　
外
部
コ
ン
サ
ル
の
活

用
が
増
え
る
中
、
成
果
を

測
る
評
価
指
標
が
曖
昧
で

あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
共
創

推
進
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

数
な
ど
を
指
標
と
す
る
の

は
ど
う
か
。
ま
た
医
療
コ

ン
サ
ル
が
年
間
３
千
万
円

か
ら
６
千
万
円
に
倍
増
す

る
病
院
経
営
で
は
特
に
、

具
体
的
な
数
値
目
標
を
設

定
し
、
委
託
効
果
を
最
大

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
は
37
項
目
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
を
作

補正
予算

出
生
数
が
見
込
み
減

出
生
数
が
見
込
み
減

出
産
祝
金▲

3
4
2
万
円

　
町
独
自
の
出
産
祝
金
は
、

第
1
子
・
2
子
に
5
万
円
、

第
3
子
に
8
万
円
、
第
4

子
に
15
万
円
を
給
付
す
る

制
度
で
す
が
、
当
初
予
算

8
3
6
万
円
か
ら
約
40
％

減
と
な
り
ま
し
た
。

問　
出
産
祝
金
の
対
象
人

数
を
当
初
予
算
は
何
名
で

見
込
み
、
現
時
点
で
の
実

績
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
当
初

の
見
込
み
と
11
月
時
点
の

実
績
を
比
較
す
る
と
、
第

1
子
か
ら
2
子
は
予
算

1
1
0
名
に
対
し
42
名
。

第
3
子
は
予
算
20
名
に
対

し
11
名
。
第
4
子
は
予
算

7
名
に
対
し
6
名
。
12
月

以
降
も
含
め
全
体
は
減
少

の
見
込
み
。

出
生
数
の
減
少
が
続
く
当
町
。

近
年
は
1
0
0
人
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

り
、
目
標
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
よ
う
に
ス
ト
ー

リ
ー
シ
ー
ト
を
作
っ
て
事

業
を
進
め
て
い
る
。
客
観

的
デ
ー
タ
で
実
態
に
合
わ

な
い
も
の
が
多
い
の
で
ど

う
な
れ
ば
幸
せ
と
思
う
の

か
、
主
観
的
指
標
で
作
っ

て
い
る
。

問　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

指
標
と
い
う
視
点
は
良
い

が
、
病
院
の
経
営
改
善
に

つ
い
て
は
、
常
勤
医
師
割

合
が
増
加
す
る
な
ど
の
数

値
が
上
が
れ
ば
、
町
民
満

足
度
向
上
に
繋
が
る
と
思

う
の
で
、
数
値
目
標
は
示

し
た
方
が
い
い
の
で
は
。

答　
ご
指
摘
の
点
は
も
っ

と
も
だ
と
思
う
の
で
、
必

要
な
部
分
は
出
来
る
限
り

数
値
化
し
た
い
。

一口
メモ

一口
メモ

ウェルビーイング指標とは…生活の満足度や幸福感など、人の暮らしの質を総合
的に測る指標です。

予
算
を
審
議

令和8年4月25日　第150号7



小学校特別教室他
エアコン設置工事実施設計委託

西部小学校体育館
空調設備設置他工事実施設計委託

キャラクター
　着ぐるみ作成委託
町公式キャラクター「ルイザちゃん」の着ぐるみを
新たに１体製作する。中高生の提案で、ダンス等
のパフォーマンスが可能な仕様とし、親しみやす
さを向上させる。

特別教室は３小学校。

予算 110万円

予算 500万円

予算 2,700万円  

デジタルサイネージ
設置委託

他自治体のデジタルサイネージ

バスの時刻や運行状況をスムーズかつ効率的に提
供するため、スーパーやコンビニ等へ設置する予
定です。

（3年間で1,500万円）

中高生のコラボが実る。中高生のコラボが実る。
踊るルイザ登場か踊るルイザ登場か

予算 1千万円  

別荘地内で別荘地内で
照明の明るさを適正に照明の明るさを適正に

夜間照明ガイドライン策定業務委託 町営住宅活用方針
検討委託 予算 約499万円

予算 500万円

借宿の町営住宅と風越の旧警察官舎を、子育て世代
向け住宅として活用検討するための委託事業です。

子育て世代の住居となり得るか子育て世代の住居となり得るか

これで猛暑も大丈夫！これで猛暑も大丈夫！

令和 8年度令和 8年度のの

注目注目事業事業はは????

バスの利便性向上へバスの利便性向上へ

予
算
を
審
議

令和8年4月25日　第150号 8



　1月27日、軽井沢町議会本会議場において「軽井沢高校 タウンミーティング」が開催されました。こ
の会は従来の「町への要望」を伝える場ではなく、高校生自らが当事者として解決策を提案し、議員と
の対話を通じて新たな気づきやアイデアを生み出すプロセスを重視して行われました。
　当日は「校則の見直し」「公共交通機関のあり方」「住民と観光客がWin-Winとなる町づくり」という3
つの身近なテーマについて、グループごとに活発な対話が展開されました。
　校則の議論では、将来困らないようなルール作りを目指して生徒・保護者・教員が連携する委員会
の設置や意識調査の実施が提案され、交通課題については、学生限定のデマンドタクシー乗り放題案
やバス利用を促すキャンペーンなどの具体的な施策が話し合われました。また、町づくりに関しては、
町のキャラクター「ルイザちゃん」を活用したSNSでの情報発信や、空き家を利用した高校生カフェの
運営など、若者らしい自由な感性によるアイデアが次々と飛び出しました。
　参加した生徒からは「議員と直接意見交換することで社会の仕組みを知り、自分の視野を広げる良い
時間になった」という前向きな感想が多く寄せられ、教員からも「高校生の視点で解決策を考える形が
質の高い対話に繋がった」と評価されました。
　一方で、生徒が司会を務める難しさや、具体的な実現方法まで踏み込むための時間が不足していた
といった課題も共有されました。
　今回のミーティングで生まれた貴重な気づきや提案を、単なる話し合いに終わらせることなく、今
後どのように町の施策や学校生活に具体化していくかが、次なる重要なステップとなります。今後も
継続実施できるよう、高校側と協議を進めていきます。

軽井沢高校タウンミーティング
議会活性化特別委員会リポート

軽
井
沢
高
校
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

令和8年4月25日　第150号9



～中学生の意見が町をうごかした～～中学生の意見が町をうごかした～
（中学生と町とのディスカッションの様子）（中学生と町とのディスカッションの様子）

検索軽井沢町議会

一般質問は一問一答方式で 1時間以内となっています。
内容は要約して掲載しています。
一般質問の様子は議会中継サイトや会議録検索システ
ムからご覧いただけます。

代 表
 質 問

一 般
 質 問

1 日目 2日目

会派「考」
佐藤 敏明� （11ページ）

●庁舎改築周辺整備事業で、得られた成果は
●自然環境の保全と再生

小林 天馬� （16ページ）

●子どもが増えるまちを目指す産前産後支援の在
り方について

●生成AI活用の進め方と二元代表制に基づく議会
機能の確保について

押金 洋仁� （17ページ）

●区に対する伴走型の助言、支援体制を構築でき
ないか

●路上喫煙防止条例の制定は
●増える山林火災、予防策は

寺田 和佳子� （18ページ）

●３年度から７年度までの発地市庭における指定
管理料は適正だったのか

中澤 睦夫� （19ページ）

●町外への通院に公共交通を利用できるようにす
べきでは

●加齢性難聴への補聴器アンケート結果は

 代表質問

遠山 隆雄� （12ページ）

●職員の働き方改革等について

小山 裕嗣� （13ページ）

●中高生の声をどのように反映させていくのか
●こどもの居場所づくり専門的見地は

福本 修� （14ページ）

●AIデマンド交通のゾーニングを季節で変える考えは

眞島 聡子� （15ページ）

●高校生以下のインフルエンザ予防接種費用助成の導
入を
●学校給食の有機農産物の導入拡大は

 一般質問

 一般質問 代
表
・
一
般
質
問

令和8年4月25日　第150号 10



代 表 質 問

取
組
を
実
施
し
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
施
策
も
推
進
し

て
い
る
。

問　
用
途
地
域
と
要
綱
見

直
し
の
考
え
と
進
め
方
は
。

町
長　
用
途
地
域
等
見
直

し
は
委
員
会
で
検
討
を
進

町
長　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
対
話
を
重
ね
、

事
業
に
理
解
を
深
め
る
機

会
を
設
け
た
い
。

問　
進
捗
状
況
は
。

町
長　
11
年
度
中
に
供
用

開
始
を
目
指
し
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
通
り

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

問　
入
札
不
調
の
対
応
は
。

町
長　
建
設
資
材
の
高
騰

や
人
手
不
足
を
踏
ま
え
、

民
間
事
業
者
と
の
対
話
や

市
場
調
査
を
行
い
、
発
注

方
法
や
入
札
方
式
を
見
定

め
て
い
き
た
い
。

自
然
環
境
の　
　

自
然
環
境
の　
　

保
全
と
再
生

保
全
と
再
生

問　
自
然
環
境
保
全
と
再

生
の
取
組
と
成
果
は
。

町
長　

宣
言
と
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
示
し
自
然
保
護

対
策
要
綱
の
見
直
し
や
周

知
を
進
め
る
と
と
も
に
、

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の

作
成
や
講
座
、
樹
木
関
連

事
業
な
ど
再
生
に
向
け
た

問　
庁
舎
改
築
周
辺
整
備

事
業
で
得
ら
れ
た
成
果
は
。

町
長　
さ
ま
ざ
ま
な
住
民

参
画
の
場
で
、
賛
成
だ
け

で
は
な
く
改
善
や
反
対
を

含
む
意
見
を
い
た
だ
き
、

改
善
等
の
意
見
は
都
度
検

討
し
取
り
入
れ
、
取
り
入

れ
ら
れ
な
い
も
の
は
そ
の

旨
を
説
明
し
な
が
ら
説
明

を
重
ね
、
事
業
の
理
解
と

受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る

素
地
が
で
き
て
い
っ
た
。

問　
推
進
委
員
会
の
検
討

状
況
は
。

町
長　
全
21
回
の
委
員
会

で
活
発
な
議
論
を
行
い
、

多
様
な
観
点
か
ら
検
討
し
、

基
本
方
針
や
基
本
計
画
、

基
本
設
計
を
ま
と
め
た
。

問　
今
後
の
住
民
と
の
関

わ
り
は
。

町
長　
実
施
設
計
の
段
階

に
お
い
て
関
係
者
と
と
も

に
検
討
し
、
広
報
や
イ
ベ

ン
ト
等
で
事
業
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
機
会
を

設
け
た
い
。

問　
納
得
し
な
い
住
民
へ

の
対
応
は
。

庁舎改築周辺整備事業で、
得られた成果は

町長町長
住民参画の場での改善意見等は都度検討し、説明を重
ね事業理解等の素地ができていった会派「考」

佐
さ

藤
と う

 敏
と し

明
あ き

 議員

議場イメージ　未だにこんなパースで大丈夫かな？

め
、
都
市
計
画
法
お
よ
び

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
土

地
利
用
規
制
に
取
り
組
み
、

住
民
理
解
を
重
視
し
段
階

的
に
進
め
な
が
ら
自
然
保

護
対
策
要
綱
等
の
見
直
し

も
継
続
し
て
い
く
。

代
表
質
問
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一 般 質 問

住
民
課
長　
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
率
を
上
げ
る
こ
と
は

窓
口
の
混
雑
解
消
や
職
員

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が

り
有
益
と
考
え
る
。

　
見
直
し
に
は
手
数
料
条

例
の
改
正
や
シ
ス
テ
ム
改

修
が
必
要
と
な
る
の
で
早

い
段
階
で
対
応
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
た
い
。

問　
６
年
度
一
般
行
政
職

の
退
職
状
況
・
退
職
理
由

お
よ
び
定
年
以
外
の
退
職

者
の
推
移
は
。

総
務
課
長　
退
職
者
16
人

で
定
年
退
職
者
は
２
人
、

40
歳
未
満
の
若
年
者
が
８

人
、
退
職
理
由
は
地
元
へ

の
帰
郷
・
心
身
の
不
調
等
、

退
職
者
は
直
近
２
年
間
は

16
人
と
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況

に
あ
る
。

問　
６
年
度
の
時
間
外
勤

務
、
年
次
休
暇
、
育
児
休

業
等
の
実
績
と
、
背
景
に

あ
る
課
題
と
対
策
は
。

総
務
課
長　
超
過
勤
務
時

間
上
限
の
月
45
時
間
年
３

６
０
時
間
超
え
の
職
員
が

20
人
い
る
。
そ
の
職
員
を

除
く
と
平
均
月
９
時
間
、

年
次
休
暇
取
得
日
数
は

7
・
3
日
、
育
児
休
業
10

人
、
療
養
休
暇
12
人
、
休

職
者
10
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
課
題
は
一
部
の
部
署
で

時
間
外
勤
務
が
常
態
化
し

て
い
る
こ
と
、
上
司
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
と
捉
え
て
い
る
。

　
対
策
と
し
て
、
時
間
外

勤
務
時
間
上
限
越
え
職
員

を
対
象
に
産
業
医
と
の
面

談
や
人
員
の
補
充
を
し
て

い
る
。

問　
県
で
は
職
員
の
働
き

方
改
革
や
業
務
の
効
率
化

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
と

し
て
窓
口
時
間
の
短
縮
が

始
ま
っ
た
。
役
場
窓
口
の

受
付
時
間
短
縮
等
に
取
り

組
む
考
え
は
。

総
務
課
長　
12
月
よ
り
来

庁
者
の
実
態
を
分
析
し
て

お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
つ
つ
、
職
員

が
業
務
に
集
中
で
き
る
最

適
な
受
付
時
間
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
る
。

問　
電
子
申
請
や
コ
ン
ビ

ニ
で
の
各
種
証
明
書
等
の

発
行
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
取
組
ん
で
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
証
明
書
等
の
交

付
を
推
進
し
窓
口
の
混
雑

解
消
策
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ

交
付
等
の
手
数
料
を
減
額

す
る
考
え
は
。

役場窓口の受付時間短縮等に
取り組む考えは

総務課長総務課長
生活への影響を最小限に抑えつつ、職員が業務に集中
できる最適な受付時間のあり方を検討している

遠
と お

山
や ま

 隆
た か

雄
お

 議員

端末利用で窓口の混雑緩和へ

一
般
質
問

一
般
質
問
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一 般 質 問

一口
メモ

ま
た
が
り
行
わ
れ
て
お
り
、

軽
井
沢
学
や
新
庁
舎
周
辺

整
備
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
、

福
祉
等
で
子
ど
も
の
意
見

を
聞
く
場
は
設
け
て
い
る
。

問　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
業
務
内
容
を
踏
ま
え
る

と
、
よ
り
実
態
に
即
し
た

中
高
生
の
声
に
も
対
応
で

き
る
と
考
え
る
が
。

保
健
福
祉
課
長　
既
に
子

ど
も
の
意
見
を
聞
く
場
や

発
表
の
場
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
中
軽
井
沢
図
書
館

や
児
童
館
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
開
所
な
ど
、
居

場
所
づ
く
り
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
対
応
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
中
高
生
の
声
に

対
応
で
き
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問　
未
だ
に
中
高
生
か
ら

居
場
所
が
欲
し
い
と
い
う

声
を
聞
く
の
で
、
他
に
も

で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
今
後
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

一口
メモ

こどもの居場所づくりコーディネーターとは…こども家庭庁が推進する、地域全
体でこどもの居場所を確保・充実させるための専門的な役割を担う人材です。

こどもの居場所づくりコーディネーターの役割とは

中高生の声をどのように
反映させていくのか

町長町長
若い世代の意見が施策に反映できるよう
仕組みを考えていきたい

小
こ

山
や ま

 裕
ひ ろ

嗣
つ ぐ

 議員

考
え
る
が
。

総
合
政
策
課
長　
意
見
を

聴
取
し
、
施
策
に
反
映
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
結

果
や
検
討
の
経
過
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
は
、

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
点

を
採
用
し
た
か
、
ま
た
採

用
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合

は
そ
の
理
由
、
検
討
結
果

や
今
後
の
方
向
性
な
ど
を

整
理
し
、
学
校
を
通
じ
た

説
明
や
意
見
交
換
の
機
会

を
設
定
し
た
い
。

こ
ど
も
の　
　
　

こ
ど
も
の　
　
　

居
場
所
づ
く
り　
　
　
　

居
場
所
づ
く
り　
　
　
　

専
門
的
見
地
は

専
門
的
見
地
は

問　
国
が
財
政
支
援
を
行

う
「
こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
の
配
置
に
つ
い
て
、

町
は
こ
れ
ま
で
調
査
研
究

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　
調
査
研

究
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
に
近
い
業
務
は
各
課
に

が
施
策
に
反
映
で
き
る
よ

う
仕
組
み
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
中
高
生
か
ら
の
提
案

を
検
討
・
実
行
し
た
際
に

は
、
中
高
生
た
ち
へ
丁
寧

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
と

問　
こ
ど
も
基
本
法
は
、

こ
ど
も
の
意
見
を
反
映
し

施
策
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
、
中

高
生
の
声
を
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
る
の
か
。

町
長　
若
い
世
代
の
意
見一

般
質
問
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一 般 質 問

一口
メモ

営
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
も
あ
る
。

問　
車
が
足
り
な
い
と
き

に
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
活

用
し
て
車
両
を
増
や
す
の

は
ど
う
か
。

住
民
課
長　
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
は
何
時
に
何
台
動
か
す

と
い
う
こ
と
で
陸
運
局
の

許
可
を
得
て
お
り
、
今
の

と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

の
考
え
方
や
予
約
方
法
、

運
行
経
費
な
ど
の
知
見
を

得
た
。
需
要
が
高
ま
っ
た

際
に
常
時
運
行
し
て
い
る

デ
マ
ン
ド
車
両
に
不
足
が

生
じ
た
場
合
の
対
策
と
し

て
、
一
般
の
タ
ク
シ
ー
車

両
を
デ
マ
ン
ド
車
両
と
し

て
配
車
が
可
能
と
な
る
シ

ス
テ
ム
も
構
築
で
き
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
場
合

に
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

全
く
足
り
な
い
が
。

住
民
課
長　
A
I
デ
マ
ン

ド
で
全
て
解
決
で
き
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
い
ろ

い
ろ
検
討
し
進
め
た
い
。

問　
A
I
デ
マ
ン
ド
交
通

運
行
シ
ス
テ
ム
事
業
者
は
、

今
ま
で
何
社
か
ら
話
を
聞

き
、
ど
の
よ
う
な
知
見
を

得
た
の
か
。

住
民
課
長　
3
社
か
ら
の

説
明
を
受
け
、
車
両
台
数

　
本
年
10
月
よ
り
4
台
の

車
両
を
使
っ
た
A
I
デ
マ

ン
ド
交
通
の
運
行
が
開
始

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
3

台
を
住
民
向
け
、
1
台
を

観
光
客
向
け
、
ゾ
ー
ン
に

分
け
て
各
2
台
で
運
行
な

ど
の
案
が
で
て
い
ま
す
。

予
約
は
電
話
、
L
I
N
E
、

専
用
ア
プ
リ
、
毎
日
9
時

か
ら
18
時
の
運
行
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

問　
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

す
る
と
車
両
を
乗
り
継
ぐ

場
合
に
利
便
性
が
低
下
す

る
一
方
、
町
内
を
横
断
す

る
よ
う
な
移
動
で
は
、
渋

滞
が
発
生
し
て
い
る
夏
季

は
車
の
有
効
利
用
に
効
果

的
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
有
無

を
季
節
で
変
え
る
考
え
は
。

住
民
課
長　
効
率
的
な
運

行
ル
ー
ト
の
確
保
、
予
約

シ
ス
テ
ム
運
用
体
制
お
よ

び
季
節
的
な
渋
滞
が
運
行

時
間
に
与
え
る
影
響
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判

断
し
た
い
。

問　
観
光
客
も
利
用
さ
せ

る
中
で
4
台
と
い
う
の
は

ＡＩデマンド交通のゾーニングを
季節で変える考えは

住民課長住民課長
季節的な渋滞が運行時間に与える影響などを
総合的に勘案して判断したい

福
ふくもと

本 修
おさむ

 議員

西側は軽井沢中学、東側は中部小学校に境界を設けたゾーニング例。
重なっている部分からの出発は乗り継ぎ不要。

一口
メモ ゾーニングとは…町内を分割運行することです。

一
般
質
問

令和8年4月25日　第150号 14



一 般 質 問

　
「
学
校
給
食
費
の
抜
本

的
な
負
担
軽
減
制
度（
い

わ
ゆ
る
学
校
給
食
無
償

化
）」は
、
8
年
4
月
よ
り

公
立
小
学
校
の
給
食
費
の

上
限
一
人
5
千
2
0
0
円

を
国
で
負
担
す
る
制
度
で

す
。
保
護
者
負
担
軽
減
と

給
食
の
量
と
質
向
上
の
取

り
組
み
を
可
能
と
し
て
い

ま
す
。

問　
給
食
の
有
機
農
産
物

の
導
入
拡
大
や
給
食
の
質

向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
質
向
上
に
よ
り
国

基
準
額
を
超
え
る
場
合
の

給
食
費
負
担
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
は

5
〜
7
年
度
に
有
機
米
を

年
1
回
提
供
し
た
り
、
学

校
給
食
応
援
隊
か
ら
軽
井

沢
の
地
場
産
の
野
菜
を
学

校
給
食
に
使
用
し
て
い
る
。

今
後
も
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
学
校
給
食
の
質
の

維
持
向
上
に
努
め
て
い
く
。

国
の
基
準
負
担
額
を
超
え

た
部
分
も
町
で
負
担
す
る
。

保
健
福
祉
課
長　
県
の
交

付
金
等
の
活
用
を
視
野
に
、

感
染
・
重
症
化
予
防
と
保

護
者
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
を

検
討
す
る
。

問　
消
防
団
員
へ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

助
成
を
行
う
考
え
は
。

消
防
課
長　
消
防
団
の
意

見
を
確
認
す
る
。
日
常
生

活
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク

を
下
げ
る
こ
と
は
、
体
調

不
良
に
よ
る
出
動
不
能
団

員
の
減
少
が
見
込
め
、
感

染
リ
ス
ク
の
管
理
効
果
は

あ
る
と
考
え
る
。

学
校
給
食
の
有
機
農
産
物

学
校
給
食
の
有
機
農
産
物

の
導
入
拡
大
は

の
導
入
拡
大
は

問　
国
立
感
染
症
研
究
所

資
料
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
脳
症
の
約
7
割
が
19

歳
以
下
で
10
歳
未
満
が
半

数
以
上
を
占
め
、
子
ど
も

の
重
症
化
リ
ス
ク
は
高
い
。

経
済
的
理
由
で
予
防
接
種

を
断
念
す
る
家
庭
も
あ
る
。

高
校
生
以
下
へ
予
防
接
種

費
用
助
成
導
入
を
。

※
多
く
の
人
が
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
で
社
会
全

体
か
ら
感
染
症
が
減
り
、

未
接
種
者
も
守
ら
れ
ま
す
。

予
防
接
種
せ
ず
に
病
気
に

か
か
っ
た
際
の
検
査
や
治

療
費
に
比
べ
、
予
防
接
種

費
用
は
圧
倒
的
に
安
く
す

む
た
め
医
療
経
済
的
な
面

か
ら
も
意
義
が
あ
り
ま
す
。

高校生以下のインフルエンザ
予防接種費用助成の導入を

保健福祉課長保健福祉課長
費用助成を検討する

眞
ま

島
し ま

 聡
さ と

子
こ

 議員

ワクチン接種でインフルエンザ脳症から子どもを守ろう

インフルエンザ脳症報告年齢別割合グラフ（2015/16 〜 2017/18シーズン）

※は日本小児科学
会「知っておきた
いわくちん情報」
の『予防接種の意
義』より要約。

国立感染研究所 厚生労働省結核感染症課
平成30年6月15日 資料より

一
般
質
問

令和8年4月25日　第150号15



一 般 質 問

生
成
生
成
A
I
A
I
、、

2
3
0
0

2
3
0
0
万
超
を

万
超
を

か
け
て
導
入
予
定

か
け
て
導
入
予
定

問　

自
治
体
向
け
生
成

A
I
で
初
期
費
用
20
万
円
、

年
間
1
0
0
万
円
で
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
の
費
用
を

か
け
る
町
の
決
意
は
。

情
報
推
進
課
長　
職
員
の

働
き
方
改
革
に
繋
げ
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
寄

与
す
る
の
で
投
資
回
収
で

き
る
。

厳しい少子化状況の質疑内容を基に
生成AIにてイメージ画像を作成

問　
そ
れ
で
は
ニ
ー
ズ
を

捉
え
切
れ
て
い
な
い
。
家

事
支
援
な
ど
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長　
新
生
児

健
診
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
産
後
利
用
し
た
い

サ
ー
ビ
ス
の
中
で
家
事
支

援
は
11
・
1
%
と
低
い
。

乳
房
や
骨
盤
ケ
ア
な
ど
の

心
身
ケ
ア
が
50
・
8
%
と

高
い
た
め
、
8
年
度
よ
り

訪
問
型
産
後
ケ
ア
事
業
と

し
て
実
施
し
た
い
。

　
町
の
出
生
数
は
10
年
で

約
50
人
減
少
し
、
年
間

1
0
0
人
を
下
回
っ
て
お

り
、
死
亡
数
が
増
加
す
る

事
で
年
間
約
2
0
0
人
規

模
の
自
然
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問　
少
子
化
対
策
の
目
標

を
ど
の
指
標
で
置
い
て
い

る
か
。
達
成
状
況
は
。

総
合
政
策
課
長　
子
育
て

し
や
す
さ
の
満
足
度
を
指

標
と
し
て
い
る
。
目
標
値

は
合
計
特
殊
出
生
率
を

2
0
2
7
年
で
1
・
40
と

し
て
い
る
が
、
6
年
度
で

1
・
25
と
達
成
に
向
け
て

は
容
易
で
は
な
い
状
況
。

問　
出
生
数
の
維
持
向
上

に
影
響
が
あ
る
と
評
価
す

る
施
策
は
。

総
合
政
策
課
長　
母
子
保

健
事
業
。
妊
娠
期
か
ら
出

産
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
妊
婦
の
た
め
の
支

援
給
付
や
不
妊
治
療
費
の

補
助
等
で
図
る
も
の
。

問　
若
者
世
代
に
対
す
る

住
宅
支
援
策
を
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
検
討
は
。

総
合
政
策
課
長　
町
営
住

宅
の
適
切
な
家
賃
設
定
に

よ
り
子
育
て
支
援
を
行
う
。

問　
更
な
る
施
策
を
検
討

で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
先
進

地
視
察
を
行
い
検
討
す
る
。

問　
出
生
判
断
に
は
産
後

ケ
ア
も
重
要
。
町
の
産
後

ケ
ア
の
利
用
割
合
は
。

保
健
福
祉
課
長　
出
生
数

に
対
す
る
割
合
は
、
宿
泊

型
は
11
・
3
%
、
産
後
デ

イ
ケ
ア
は
12
・
5
%
。

少子化対策の目標は。
達成状況は。

総合政策課長総合政策課長
目標値は合計特殊出生率を 2027 年で 1.40。6 年度
(2024 年 ) で 1.25 と達成に向けては容易でない状況。

小
こ

林
ばやし

 天
て ん

馬
ま

 議員

比較的安価なサービスもあるが、町は情報管理責任
と保護の観点で独自基盤構築に踏み切った

一
般
質
問

令和8年4月25日　第150号 16



一 般 質 問

一口
メモ

まちづくり共創構築事業とは…持続可能な地域社会の実現と特性を生かした新しい
まちづくりの仕組み構築を目指した町の取り組みです。
住民、地域の活動団体、ＮＰＯ、事業者等多様な住民との対話を通じて共創のプロ
セスを重ねながら検討を進めています。

路
上
喫
煙
防
止
条

路
上
喫
煙
防
止
条

例
の
制
定
は

例
の
制
定
は

問　
軽
井
沢
駅
周
辺
な
ど

公
共
の
場
所
で
の
喫
煙
や

吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
が
見

受
け
ら
れ
る
。
喫
煙
可
能

場
所
の
指
定
と
併
せ
、
条

例
で
規
制
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
人
流
や

滞
留
状
況
、
場
所
の
特
性

が
多
様
で
、
実
効
性
や
現

場
対
応
の
点
か
ら
課
題
が

大
き
い
た
め
、
条
例
制
定

は
考
え
て
い
な
い
。
商
工

会
、
観
光
協
会
等
と
連
携

し
て
啓
発
活
動
を
行
う
。

で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長　
8
年
度

か
ら
町
公
式
L
I
N
E
と

連
携
可
能
な
電
子
回
覧
板

ア
プ
リ
の
実
証
実
験
を
新

軽
井
沢
、
追
分
、
三
ツ
石

3
区
で
実
施
す
る
。
ま
た

「
ま
ち
づ
く
り
共
創
構
築

事
業
」の
中
で
、
地
域
活

動
に
対
す
る
助
言
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
、
活
動
の
見

え
る
化
等
の
伴
走
的
な
支

援
が
行
え
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
。
先
ほ
ど
の
モ

デ
ル
地
区
3
地
区
で
実
践

検
証
を
行
い
精
査
す
る
。

問　
新
規
住
民
の
転
入
時

に
、
区
へ
の
情
報
提
供
に

同
意
を
得
る
な
ど
し
て
、

区
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
よ
う
検
討
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
転
入
者
に
区

へ
の
加
入
案
内
を
行
い
、

希
望
す
る
場
合
は
同
意
を

得
た
う
え
で
区
加
入
希
望

連
絡
票
を
該
当
の
区
長
に

送
付
し
て
い
る
。
今
後
、

転
入
時
で
は
な
く
て
も
連

絡
票
を
提
出
で
き
る
旨
説

明
を
徹
底
し
て
い
く
。
加

入
連
絡
票
数
は
5
年
度
26

件
、
6
年
度
24
件
で
件
数

的
に
か
な
り
少
な
い
。

問　
区
の
業
務
量

を
全
体
的
に
減
ら

せ
な
い
か
。

総
務
課
長　
区
の

負
担
は
減
ら
し
て

い
く
方
針
で
今
後

も
検
討
し
て
い
く
。

問　
行
事
の
周
知

や
運
営
事
務
を
区

独
力
で
担
う
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
伴
走
型
の

支
援
体
制
を
構
築

増
え
る
山
林
火
災
、

増
え
る
山
林
火
災
、

予
防
策
は

予
防
策
は

問　

喫
煙
、
ポ
イ
捨
て
、

火
気
使
用
に
対
す
る
注
意

喚
起
と
被
害
を
最
小
化
す

る
た
め
の
対
策
は
。

消
防
課
長　
例
年
の
火
災

予
防
運
動
に
加
え
、
8
年

1
月
か
ら
林
野
火
災
注
意

報
を
運
用
し
防
災
無
線
、

S
N
S
等
で
予
防
強
化
を

図
っ
て
い
る
。
国
有
林
内

の
水
源
を
点
検
し
、
群
馬

県
や
山
梨
県
側
の
消
防
本

部
と
消
防
相
互
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

区に対する伴走型の助言、
支援体制を構築できないか

総合政策課長総合政策課長
地域活動に対する助言やコーディネート等の
伴走的支援を行う環境づくりを進める

押
おしがね

金 洋
よう　じ

仁 議員

一口
メモ

少雪や乾燥も要因の一つだが、
人為的な失火が目立つ

管理する人が減り続けるごみ集積場。
地域のみんなが利用するのだが…

一
般
質
問
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一 般 質 問

一口
メモ

債務負担行為とは…地方公共団体が将来の財政支出を約束する行為。年度を超え
た契約が締結できる。ただし、各年度当初予算に計上し議決を要する。

施
で
き
な
い
。
今
年
度
は

く
つ
か
け
テ
ラ
ス
、
観
光

振
興
セ
ン
タ
ー
、
観
光
会

館
を
実
施
。
要
請
に
応
じ

て
選
定
し
て
実
施
。

の
監
査
対
象
だ
が
、
全
て

の
施
設
を
毎
年
監
査
し
て

い
る
の
か
。

監
査
委
員　
監
査
対
象
は

多
岐
に
わ
た
り
一
度
に
実

発
地
市
庭
の
指
定
管
理
は

3
年
度
か
ら
5
年
間
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
シ
ン
ワ
（
以

下
シ
ン
ワ
）
が
行
い
、
8

年
度
か
ら
も
同
社
に
決
定
。

問　
3
年
度
か
ら
の
指
定

管
理
選
定
の
際
、
シ
ン
ワ

か
ら
提
案
さ
れ
た
指
定
管

理
料
は
い
く
ら
だ
っ
た
か
。

観
光
経
済
課
長　
3
年
度

2
4
0
0
万
円
。
そ
の
後

毎
年
1
0
0
万
円
ず
つ
減

額
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

問　
な
ぜ
提
案
金
額
以
上

の
、
2
4
0
0
万
円
を
毎

年
支
払
っ
た
の
か
。
合
計

1
0
0
0
万
円
の
過
払
い

と
も
思
え
る
が
、
協
議
の

議
事
録
は
あ
る
の
か
。

観
光
経
済
課
長　
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
て
お
ら
ず
、

先
行
き
不
透
明
な
中
で
確

実
に
管
理
運
営
を
し
て
も

ら
う
た
め
口
頭
で
協
議
し

た
が
、
議
事
録
は
な
い
。

2
年
目
以
降
の
4
年
間
は

毎
年
2
4
0
0
万
円
の

9
6
0
0
万
円
の
債
務
負

担
を
全
会
一
致
で
議
決
さ

れ
、
毎
年
上
限
一
杯
の

2
4
0
0
万
円
で
設
定
。

問　
確
か
に
債
務
負
担
を

議
決
し
た
が
、
私
た
ち
議

員
は
そ
も
そ
も
管
理
者
が

選
定
の
際
に
提
案
し
た
金

額
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

次
回
も
同
様
な
こ
と
が
起

き
な
い
よ
う
、
担
当
者
が

変
わ
っ
て
も
町
民
が
情
報

公
開
を
し
て
も
誰
に
で
も

わ
か
る
よ
う
に
、
基
本
協

定
書
に
提
案
金
額
を
記
載

し
た
ら
ど
う
か
。

観
光
経
済
課
長　
基
本
協

定
書
に
は
金
額
を
入
れ
な

い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

変
更
す
る
気
は
な
い
。

問　
電
気
料
高
騰
分
と
し

て
5
・
6
年
度
は
当
初
予

算
に
4
9
0
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
た
が
、
算
出
根

拠
は
。
議
事
録
は
あ
る
か
。

観
光
経
済
課
長　
協
議
で

金
額
を
決
定
。
し
か
し
議

事
録
は
な
い
。
テ
ナ
ン
ト

の
電
気
料
を
抜
い
た
、
施

設
本
来
の
支
払
い
金
額
で

超
え
た
分
を
補
填
す
る
契

約
書
を
か
わ
し
て
い
る
。

問　
指
定
管
理
施
設
は
町

なぜ提案金額以上の、
２４００万を毎年支払ったのか
観光経済課長観光経済課長
コロナ禍が収束しておらず、先行き不透明な中で確実
に管理運営をしてもらうため口頭で協議したが、議事
録はない 寺

て ら

田
だ

 和
わ

佳
か

子
こ

 議員

一口
メモ

指定管理者選定時の提案金額は何の意味があるのか

一
般
質
問

令和8年4月25日　第150号 18



一 般 質 問

一口
メモ

町外医療施設へのデマンドタクシー拡充とは…通常の料金に加え、追加自己負担
金が片道、佐久市・小諸市へは2千円、御代田町へは千円で月１回（往復）利用で
きます。

め
て
説
明
し
て
い
る
。
タ

ク
シ
ー
運
転
手
の
誤
っ
た

認
識
に
は
、
そ
の
都
度
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
る
。

問　
自
家
用
車
が
な
い
高

齢
者
や
免
許
返
納
者
が
、

佐
久
市
や
小
諸
市
方
面
へ

の
通
院
の
際
に
は
、
タ
ク

シ
ー
や
電
車
代
負
担
が
あ

る
。
以
前
に
議
会
も
バ
ス

の
乗
り
入
れ
を
提
案
し
て

い
る
が
、
町
外
へ
の
通
院

に
公
共
交
通
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

住
民
課
長　
通
院
の
予
約

や
、
受
診
時
間
に
合
わ
せ

た
バ
ス
運
行
は
難
し
い
。

運
行
方
法
や
経
路
、
経
費
、

地
域
の
合
意
形
成
な
ど
調

整
も
難
し
い
。
ま
た
、
県

で
市
町
村
を
ま
た
い
だ
バ

ス
路
線
の
支
援
策
が
計
画

さ
れ
た
た
め
設
置
を
要
望

し
協
議
し
た
が
、
鉄
道
を

乗
り
継
い
で
通
院
で
き
る

環
境
に
あ
る
た
め
、
実
現

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
運

行
事
業
で
町
外
の
医
療
施

住
民
課
長　
登
録
時
に
説

明
を
し
て
い
る
が
、
制
度

の
仕
組
み
や
予
約
方
法
、

乗
降
場
所
の
考
え
方
な
ど

一
度
に
理
解
が
難
し
い
場

合
も
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
事

業
者
か
ら
誤
っ
た
認
識
の

利
用
者
情
報
が
あ
っ
た
際

に
は
町
か
ら
利
用
者
に
改

問　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

実
証
運
行
事
業
は
歓
迎
さ

れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
の

通
院
の
場
合
、
帰
り
に
薬

局
へ
の
迂
回
運
行
が
で
き

な
い
と
タ
ク
シ
ー
会
社
に

い
わ
れ
困
惑
し
た
例
が
あ

る
。
丁
寧
な
説
明
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町外への通院に公共交通を
利用できるようにすべきでは

住民課長住民課長
デマンドタクシー実証運行事業で町外の医療施設も
利用可能とする支援策を拡充する

中
な か

澤
ざ わ

 睦
む つ

夫
お

 議員

佐久医療センターにもデマンドタクシーで通院できるようになります

設
も
利
用
可
能
と
す
る
支

援
策
を
拡
充
す
る
。

加
齢
性
難
聴
へ
の

加
齢
性
難
聴
へ
の  

補
聴
器
ア
ン
ケ
ー
ト

補
聴
器
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は

結
果
は

問　
補
聴
器
は
積
極
的
な

外
出
や
認
知
症
の
予
防
に

役
立
つ
。
難
聴
と
補
聴
器

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か

と
な
っ
た
課
題
は
。

保
健
福
祉
課
長　
４
４
７

３
名
か
ら
回
答
で
補
聴
器

使
用
者
は
８
％
。
加
齢
か

ら
く
る
も
の
と
の
自
己
判

断
、
使
い
心
地
、
高
額
を

理
由
に
普
及
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
。
検
討
す
る
な

ら
自
己
負
担
が
３
万
円
以

下
と
の
回
答
が
多
い
た
め
、

補
聴
器
以
外
の
軟
骨
電
動

イ
ヤ
ホ
ン
や
収
音
器
の
活

用
な
ど
支
援
策
を
研
究
し

た
い
。

一口
メモ

一
般
質
問
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こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
す

が
設
置
さ
れ
ま
す

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

職
員
が
配
置
さ
れ
、
妊
娠

〜
乳
幼
児
期
〜
子
育
て

期
〜
18
歳
に
な
る
ま
で
、

チ
ー
ム
体
制
で
心
配
事
や

困
り
事
の
相
談
に
一
体
的

包
括
的
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
し
、
予
防
的
な
関

わ
り
も
含
め
て
支
援
し
ま

す
。

問　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
は
木
も
れ
陽
の
里
の

ど
こ
に
入
る
の
か
、
ま
た

業
務
に
あ
た
る
職
員
数
は
。

答　
現
在
あ
る
相
談
室
の

1
つ
を
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
あ
て
、
そ
こ
で
職

員
が
業
務
に
あ
た
る
。

「
る
る
ぱ
る
」
と
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
合
わ
せ
て

12
名
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

が
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
始
ま
っ
て
い
ま
す

問　
周
知
方
法
、
申
し
込

み
方
法
は
。

答　
す
で
に
町
の
広
報
紙

3
月
号
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
広
報
し
て
い
る
。
4

月
1
日
か
ら
受
付
け
を
開

始
し
て
い
る
が
、
事
前
面

談
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
実
施
す
る
中
保
育
園

に
直
接
あ
る
い
は
こ
ど
も

答　
8
年
度
当
初
の
職
員

数
は
概
ね
確
保
で
き
る
見

込
み
で
あ
る
。
今
後
は

S
N
S
や
採
用
サ
イ
ト

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト
）

の
活
用
、
就
職
説
明
会
へ

の
参
加
、
若
手
職
員
に
よ

る
説
明
な
ど
を
通
じ
て
人

材
確
保
に
取
り
組
む
。

問　
委
員
は
5
人
以
上
と

し
て
い
る
が
、
上
限
が
な

い
。
ど
の
程
度
の
人
数
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
契
約
相
手
方
を
決
定

す
る
合
議
制
機
関
と
し
て

客
観
性
を
高
め
る
た
め
、

最
低
人
数
を
5
人
と
し
た
。

案
件
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
例
か
ら
10
人

前
後
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
電
気
・
ガ
ス
・
灯
油
・

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
契
約
は
こ
れ
ま
で
随
意

契
約
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
導

入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
現
時
点
で
は
、
イ
ン

フ
ラ
関
係
に
つ
い
て
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
。

職
員
確
保
の　
　

職
員
確
保
の　
　

方
針
は

方
針
は

問　
職
員
数
が
定
数
に
達

し
て
い
な
い
と
の
話
が

あ
っ
た
が
、
職
員
確
保
の

方
針
は
。

委員会リポート

総 務
常任委員会

委員会リポート

社 会
常任委員会

事
業
者
選
定
が　
　
　

事
業
者
選
定
が　
　
　

よ
り
透
明
に

よ
り
透
明
に  

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
や

総
合
評
価
競
争
入
札
に
よ

る
事
業
者
選
定
の
際
、
外

部
有
識
者
を
含
む
審
査
委

員
会
の
設
置
を
定
め
る
条

例
が
制
定
さ
れ
、
審
査
委

員
会
を
臨
機
に
設
置
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
選

定
過
程
の
透
明
化
が
図
ら

れ
ま
す
。

問　
審
査
委
員
と
し
て
学

識
経
験
者
を
置
く
と
し
て

い
る
が
、
誰
が
ど
の
よ
う

な
基
準
で
選
任
す
る
の
か
。

答　
外
部
委
員
と
し
て
町

長
が
任
命
す
る
。
内
容
に

応
じ
て
適
切
な
学
識
経
験

者
を
選
任
す
る
予
定
で
あ

る
。

教
育
課
児
童
係
へ
ま
ず
は

申
し
込
み
を
い
た
だ
く
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
る
る
ぱ
る
」
や
保
健
福

祉
課
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

妊
娠
期
の
方
に
も
周
知
を

図
る
。

問　
利
用
料
の
支
払
い
は

現
金
の
み
か
。

答　
現
金
だ
が
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
た

め
ペ
イ
ペ
イ
の
導
入
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
従
来
の

一
時
預
か
り
に
つ
い
て
も

同
様
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
を
す
す
め
た
い
。

一口
メモ

プロポーザル方式とは…企画や技術などの提案を求め、最も優れた提案を行った
事業者を選定する方式です。
総合評価競争入札とは…価格と品質の両面を評価し、落札者を決定する方式です。

一口
メモ

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

長
野
市
・
上
田
市
・
軽
井
沢
町

に
よ
る
新
卒
者
向
け
合
同
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

令和8年4月25日　第150号 20



　
県
宿
泊
税
に
上
乗
せ
す

る
方
法
で
町
独
自
の
宿
泊

税
を
設
け
、
国
際
親
善
文

化
観
光
都
市
や
滞
在
型
保

養
地
と
し
て
の
魅
力
を
高

め
る
た
め
、
観
光
環
境
の

整
備
や
来
訪
者
の
受
け
入

れ
体
制
の
充
実
に
活
用
し

ま
す
。

問　
宿
泊
税
の
導
入
に
あ

た
り
シ
ス
テ
ム
改
修
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
内

容
は
。

答　
宿
泊
税
の
計
算
や
申

告
に
必
要
な
機
能
を
整
備

す
る
た
め
の
改
修
費
で
８

年
度
の
対
象
は
3
4
3
施

設
。

問　
宿
泊
税
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
対
応
と
し
て
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
を

委
託
す
る
理
由
は
。

答　
宿
泊
税
の
取
り
扱
い

は
複
雑
で
、
判
断
が
難
し

い
ケ
ー
ス
や
外
国
語
対
応

委員会リポート

特別委員会

庁舎建設
周辺整備

　
基
本
設
計
の
検
討
状
況

や
、
庁
舎
の
構
造
、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

（
L
C
C
）、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
町

か
ら
は
L
C
C
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
建
設
費
は
氷

山
の
一
角
で
あ
り
、
運
用

費
や
保
全
費
な
ど
建
物
を

使
い
続
け
る
た
め
の
費
用

の
方
が
大
き
く
な
る
と
の

考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

庁
舎
は「

庁
舎
は「
1
0
0

1
0
0
年
使
年
使

用
」を
前
提
に
設
計

用
」を
前
提
に
設
計

問　
供
用
期
間
は
1
0
0

年
と
あ
る
。
実
際
の
庁
舎

は
50
〜
70
年
程
度
で
建
替

え
ら
れ
る
例
も
多
い
が
、

今
回
の
庁
舎
は
ど
の
よ
う

寒
冷
地
の
暖
房
・　

寒
冷
地
の
暖
房
・　

冷
房
対
策
は

冷
房
対
策
は

問　
冬
の
寒
さ
と
夏
の
暑

さ
の
両
方
が
あ
る
が
、
空

調
方
式
は
何
を
想
定
し
て

い
る
か
。

答　
空
調
設
備
に
よ
る
冷

暖
房
を
想
定
し
て
い
る
。

地
中
熱
の
利
用
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
。

な
想
定
な
の
か
。

答　
1
0
0
年
で
あ
る
。

維
持
管
理
費
は　

維
持
管
理
費
は　

建
設
費
の
約
２
倍

建
設
費
の
約
２
倍

問　
L
C
C
の
試
算
で
は
、

保
全
費
が
約
1
6
8
億
円

と
建
設
費
よ
り
大
き
い
。

建
設
後
の
管
理
方
法
が
重

要
に
な
る
が
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

の
手
法
は
検
討
し
て
い
る

の
か
。

答　
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
は
必

要
と
認
識
し
て
い
る
が
、

今
回
の
試
算
に
は
具
体
的

に
は
反
映
し
て
い
な
い
。

屋
根
形
状
と
維
持

屋
根
形
状
と
維
持

管
理
は

管
理
は

問　
当
町
の
気
候
を
考
え

る
と
中
庭
の
形
状
は
保
全

費
用
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
。

答　
そ
れ
を
踏
ま
え
た
全

体
の
L
C
C
試
算
と
し
て

中
庭
案
の
方
が
有
利
な
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

一口
メモ

一口
メモ

一口
メモ

ライフサイクルコスト（LCC）とは…建てる時の費用だけでなく、使い続ける間にか
かる修繕や管理費も含めた総費用です。
ファシリティマネジメントとは…建物や設備の修繕・点検・清掃などの管理を
個別ではなくまとめて管理することで効率化する仕組みです。

も
多
い
。
宿
泊
事
業
者
だ

け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

場
面
を
支
援
す
る
た
め
、

専
門
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
。
県
に
は
同

様
の
窓
口
が
な
い
た
め
、

町
独
自
で
事
業
者
を
支
え

る
必
要
が
あ
る
。

問　
８
年
度
の
宿
泊
税
収

見
込
み
額
約
２
億
円
の
内
、

６
千
万
円
弱
の
活
用
方
針

と
、
残
り
の
税
収
見
込
み

額
約
１
億
４
千
万
円
弱
の

活
用
は
。

答　
観
光
振
興
に
関
わ
る

事
業
を
実
施
す
る
。
事

業
費
の
合
計
は
約
5
千

8
9
2
万
円
で
あ
る
。
宿

泊
税
は
安
定
し
た
財
源
で

あ
り
、
長
期
的
な
観
光
環

境
整
備
に
活
用
す
る
た
め
、

無
理
に
使
い
切
ら
ず
基
金

と
し
て
積
み
立
て
る
方
針

で
あ
る
。
今
後
は
必
要
な

デ
ー
タ
整
備
や
観
光
施
策

の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

税
収
見
込

税
収
見
込

１
億
９
千
６
２
５
万
円

１
億
９
千
６
２
５
万
円

宿
泊
税
導
入
開
始

６
月
よ
り

9年9月頃・・・新施設建設開始
             ▼
11年秋頃・・・供用開始予定
             ▼
そ の 後 ・・・現庁舎・公民館解体

宿泊税で実施される事業

新施設はいつ頃できる？

宿泊税の活用については、町内の団体代表、公募委員、有識者、
町職員による「宿泊税活用検討会議」で検討が行われ、8年度
に実施する事業が次のとおり示されました。
観光振興のための事業
●観光見込み客統計調査（396万円）：観光動向を把握するため
の調査

●宿泊施設ユニバーサルツーリズム推進事業補助（3千万円）：施設
改修と備品購入1/2補助

●観光宣伝事業「軽井沢WineDay」委託（300万円）：観光イベント
等の宣伝強化

●公衆トイレ洋式化（780万円）：町内6基の公衆トイレを和式から
洋式へ改修

徴収に必要な経費
●特別徴収義務者報奨金（686万9千円）：宿泊事業者が宿泊税を
申告し納付する際の報奨金

●宿泊税コールセンター業務委託（730万円）：宿泊税に関する問
い合わせ、外国語対応などを行う窓口の設置

委
員
会
リ
ポ
ー
ト
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１・３月定例会 議決結果をお知らせします

全会一致で原案可決された議案等

議案番号等 議　案　名
議案第28号 令和8年度軽井沢町一般会計予算
議案第35号 令和8年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計予算

意見の分かれた議案等

議案番号等 議　案　名
議案第 1 号 軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について
議案第 2 号 令和7年度軽井沢町一般会計補正予算（第10号）
議案第 3 号 令和7年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第3号）
議案第 4 号 令和7年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第4号）
議案第 5 号 令和7年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第4号）
議案第 6 号 令和7年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

議案第 7 号 軽井沢町プロポーザル方式及び総合評価競争入札に係る審査委員会の設置に関する条例の
制定について

議案第 8 号 軽井沢町高齢者交流施設条例の制定について
議案第 9 号 軽井沢町乳児等通園支援事業の使用料に関する条例の制定について
議案第10号 軽井沢町職員定数条例の一部改正について　　
議案第11号 軽井沢町町税条例の一部改正について

議案第12号 軽井沢町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
等の一部改正について

議案第13号 軽井沢町保健福祉複合施設木もれ陽の里条例の一部改正について
議案第14号 軽井沢町介護保険条例の一部改正について
議案第15号 軽井沢町都市施設さわやかハットに関する条例の一部改正について　
議案第16号 軽井沢町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
議案第17号 軽井沢町水道事業給水条例の一部改正について
議案第18号 軽井沢町公共下水道条例の一部改正について
議案第19号 令和7年度ゼロ町債町単軽井沢町老人福祉センター等解体他工事請負契約の締結について
議案第20号 令和7年度ゼロ町債町単道路清掃車購入契約の締結について
議案第21号 令和7年度軽井沢町一般会計補正予算（第12号）
議案第22号 令和7年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第4号）　
議案第23号 令和7年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第5号）
議案第24号 令和7年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第5号)
議案第25号 令和7年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第4号)
議案第26号 令和7年度軽井沢町水道事業会計補正予算（第1号）
議案第27号 令和7年度軽井沢町下水道事業会計補正予算（第2号）
議案第29号 令和8年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計予算
議案第30号 令和8年度軽井沢町駐車場特別会計予算
議案第31号 令和8年度軽井沢町介護保険特別会計予算
議案第32号 令和8年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計予算
議案第33号 令和8年度軽井沢町水道事業会計予算
議案第34号 令和8年度軽井沢町下水道事業会計予算

議
決
結
果
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議席番号

1
　
金
山
の
ぞ
み

2
　
小
林
　
天
馬

3
　
小
山
　
裕
嗣

4
　
眞
島
　
聡
子

5
　
福
本
　
　
修

6
　
中
澤
　
睦
夫

7
　
押
金
　
洋
仁

8
　
寺
田
和
佳
子

9
　
利
根
川
泰
三

10
　
遠
山
　
隆
雄

11
　
横
須
賀
桃
子

12
　
川
島
さ
ゆ
り

13
　
土
屋
　
好
生

14
　
佐
藤
　
幹
夫

16
　
佐
藤
　
敏
明

議決結果

議案第２８号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 × 可　　決（11：3）

議案第３５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 可　　決（13：1）

（〇は賛成、×は反対、議長は採決には加わりません）

議案 第28号　一般会計予算に対する討論

賛成討論賛成討論
横須賀 桃子

　新庁舎は災害時に住民の命と暮らしを守る司令塔であり、必要な整備を先送りせ
ず、町の将来を見据えた責任ある決断が求められる。これまで町が重ねてきた住民
説明や意見聴取、ライフサイクルコストの検討を踏まえ、将来負担も含め費用の透
明性と財政の健全性を前提に賛成する。

　庁舎整備に係る実施設計費計上に反対する。基本設計案までは現時点での落とし
所として認めたいが、物価高騰のなか最終的な事業費は不透明である。サウンディン
グ調査の結果が出ておらず、施工に応じる者や発注時の実勢価格が判然としない中で
の実施設計着手は後の設計変更や追加費用が発生する懸念があり慎重に判断すべき。

反対討論反対討論
押金 洋仁

賛成討論賛成討論
中澤 睦夫

　発地市庭は南地区への誘客と交流の拠点であり、農業振興、学校給食応援隊の役
割もある。新しく野菜パンの６次化計画も聞く。予算案にある発地市庭有効活用検
討委員会の設立により、不足する就農者の育成も期待される。指定管理料は新規投
資を含め余裕を持たせるべきだ。余ったら返却の仕組みもある。

　発地市庭の指定管理料９年度から12年度における債務負担に、単価も不明な算出
根拠のわからない電気料高騰分が上乗せされ、他の指定管理施設と異なる扱いであ
る。また当初予算も指定管理料に算出根拠の不明な１００万円の高騰分が含まれ計
上され、わかりやすい予算書とは言えない。高騰分と指定管理料は別に計上すべき。

反対討論反対討論
寺田 和佳子

議案 第35号　病院会計予算に対する討論

賛成討論賛成討論
小林 天馬

　医業収益が横ばいの中、医業費用は増加し赤字と繰入金が拡大しているが、医療
コンサル費用は6000万円と倍増しているので、その成果の厳格な検証と数値目標
の設定が不可欠。ウェルビーイング指標と併せて経営改善を図ることや、院内の自
立体制構築と出口戦略の明確化を求め、地域医療維持のため本予算に賛成する。

　大きな反対理由は、９年に実施予定の電気設備改修工事が、非常用電源の不具合
発覚から２年半も実施されないことである。現在設置の発電機３台、手術室の非常
用バッテリー１台、透析器の個別のバッテリーでは、停電時は手術も透析も継続で
きず中断するしかない。HPでの現状報告と、早急の工事実施を求める。

反対討論反対討論
寺田 和佳子

先日行ったアンケートでは1名の方よりご回答をいただきました。
いただいたご意見は参考にさせていただきます。ご協力ありがとうございました。

＼あなたのご意見をお聞かせください／
議会または議会だよりへのご意見を募集しております。

右記二次元コードよりご意見をお寄せください。

回答期限
5月末日

一口
メモ

サウンディング調査とは…主に公共事業等で、計画の初期段階に民間企業の意見
や提案、実現可能性などを聞くための事前調査のことです。
ウェルビーイング指標とは…P7参照

一口
メモ

一口
メモ

議
決
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　区長各位がお持ちの課題の多くは議員が取り組んでいるものと共通しており、懇談会の中身も自然と濃いものとなり
ました。多くの参加者が区は存亡が危ぶまれるという危機感をもっているものの、町にはそれが伝わっていないという
もどかしさを感じていらっしゃいました。
　区の活動は現在の仕組みにおいて必要欠かさざるものです。我々議員も区長の『悩み』を常に念頭に置き、より良い住
民生活のために働いてまいります。最後に、区長並びに役員の日頃のご活動に敬意を表します。

編
集
後
記
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6月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、5月15日（金）です。
期限後に提出された請願・陳情については、翌定例月会議（9月）での取り扱いと
なりますので、あらかじめご了承ください。またメールでも提出できます。

請願・陳情の請願・陳情の
お知らせお知らせ

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

２月18日、軽井沢町議会議員　市村守氏が逝去されました。
平成23年5月から14年10カ月にわたり議員として務められ、その間、議長など多くの要職も歴任されました。
ここに生前のご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表します。

訃　
報

　区長会と議員の懇談会を開催しました。区長の悩み、課題解決に向けて取り組んできた対策、町への要望を中心
にお話を伺う貴重な機会となりました（区長23名、全議員の参加で行われました）。意見の一部を紹介します。

区長会との懇談会

取り組み
・麻雀クラブを立ち上げたら区に加入してく
れた。
・専門部を統廃合して役員の数を減らした。
・区費減額や作業免除の「準区民」や「ゴミ庫
会員」を認めた。
・子供向けイベントに未加入世帯の参加を認
め、魅力ある地域活動で区の必要性を理解
してもらった。
・LINEを活用して効率化した。

※敬称を略しました。

・移住者の情報がなく、区に加入してくれない。
・区は町の出先機関ではない。町からの依頼事項が多すぎる。
・役員に担い手がいない、役員が高齢化するなかで、負担が大き
い。区解散といった話も発生している。
・ゴミ集積所の管理整理で不法投棄や区未加入者とのトラブルが
ある。
・大規模工事で自然がなくなっていく。
・民泊の弊害で困っている。

悩み

・区の必要性を繰り返し発信して欲しい。
・住民票届け出時に区加入を強く指導して欲しい。
・新住民の情報を区長に連絡して欲しい。
・小中学校の入学・卒業式に呼ばれなくなった。再考して欲しい。
・町長と議員選挙を同じ日にして負担と経費を削減して欲しい。
・各種委員の区長への推薦依頼はやめ、町の責任において選任すべき。
・区費は住民税に包括し、町が住民から徴収して欲しい。
・集金業務が大変であることから、町からの区費助成金の大幅増額を。

町への要望
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